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要旨 

 本研究は、現代の日本社会において、少子高齢化を迎えつつあるが、その原因となってい

るものは何かを考えてみることを目的とした。重回帰分析を用い、出生率に影響を及ぼす

と思われる社会経済的要因を検証した。 

 序論では、本研究の目的を説明している。 

第１章は、これまで行われてきた研究を、Google Scholar、並びに CiNii を使用し、調査

した。 

第２章は、使用するデータについて、表にまとめ、使用するデータの期間などを述べた。 

第 3 章は、解析に使用するソフトに合わせてデータの整形並びに、読み込みを行った。

また、そのデータの編集に用いたプログラムコードについても、段階を追って説明を行っ

た。 

第 4 章では、第 3 章で作成したデータを重回帰分析で解析を行った。 

第 5 章では、解析結果をもとに出生率と社会的要因の関係の考察を行った。 

終章では、本研究で得られた、結果をまとめ、総評し、今後、行うべき改善点等を述べ

た。 

本研究で、得られた結果は以下である。 

1.出生率には死亡数、消費者物価指数が大きく影響を与え、わずかだが婚姻率、労働人口

が影響を与えている 

2.重回帰で推定した係数すべてが、負の値だった。出生率に対し、消費者物価指数が、強

い関連性を持ち、有意性も高い結果が出た。労働人口は消費者物価指数同様、強い関連

性があったが、有意性が高くなかった。死亡数は、消費者物価指数ほどではないが、関

連性もそれなりにあり、有意性もそれなりにあると、結果を得ることができた。婚姻率

は、ほとんど関連性がなく、有意性も低かった。   
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序論 

現代の日本社会において、少子高齢化を迎えつつあるが、その原因となっているものは

何かを考えてみることにした。この少子化現象は経済水準の高い先進諸国の多くで共通の

現象とされており（守泉, 2007）、原因として、社会経済的要因の関係を検証する必要があ

る。 

少子高齢化の社会的要因と言っても様々なことがある。そこで 1 つ目に労働人口が関係

あるのではないか。2 つ目は死亡数が関係しているのではないか。3 つ目は、物価が関係し

ているのではないか。４つ目として、婚姻が関係してくるのではないだろうか、この 4 つ

の要因を説明変数とし、出生率を被説明変数とし、検証する。 

 まず第１章は、これまで行われてきた研究を調査し、第２章は、使用するデータについ

て、第 3 章は、解析に使用するソフトに合わせてデータの整形並びに、読み込みを行って

いく。次に第 4 章では、第 3 章で作成したデータを重回帰分析で解析する。第 5 章では、

解析結果をもとに出生率と社会的要因の関係の考察を立する。 

 

第1章 先行研究 

出生と社会経済要因の関係ついては、すでに多くの先行研究が行われて来た、Google 

Scholar 並びに CiNii を使用し様々な学術文献を検索した結果、Google Scholar について

は表１-1 のような結果を得ることが出来た。CiNii については表 1-2 のような結果を得る

ことが出来た。本研究では、CiNii で得ることが出来た結果よりも Google Scholar で得る

ことが出来た結果の方が本研究にもっと近いと判断し。Google Scholar で得た結果の中か

ら本研究に近いと思われる表 1-1 の１番２番７番の文献を調査した。 

１番の大渕（1977）の研究である戦後日本の出生、結婚および景気循環では、家族形成

に関する意思決定がより計画的に行われるようになったという研究結果を得ている、この

研究は収入、雇用者比率などを使用している、本研究の,研究の違いは、まず、この文献が

発表されて約 39 年経っており、更に新たなデータが現れたことにより、変化が起きてい
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るという可能性がある。そして、消費者物価の観点も追加が必要であろう 

2 番の原（2005）の研究である北海道における少子化の社会経済要因では、北海道にお

ける少子化について、出生・有配偶等のデータを用い研究をしており、本研究との違いは、

データの範囲が全国のデータを使用している点である。 

7 番の清水（2002）の所得が出生に及ぼす影響―JFSS-2000 への Butz and Ward Model

の適用―だが、出生率の低下は経済的要因も影響を及ぼすという見方があり、その代表的

なモデルの 1 つが Butz and Ward Model である。このモデルを現代の日本にも使えるよう

に、個々の夫婦について、夫婦及び子供の年齢、夫婦双方の所得及び就業状態が調査され

ているという JGSS-2000 の特色を踏まえ、再構築し研究をしたようだ。この研究では所

得に重点を置き様々な検証を行っているが、本研究は、消費者物価などの外的要因にも注

目して検証していく。 
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表 1-1 GoogleScholar を用いた学術論文の検索 

 

googleを用いた学術文献の検索 Keyword:出生率and社会経済and重回帰and消費者物価指数 検索日：2016年8月23日

NO 題目 掲載誌 著者 年月 備考

1 戦後日本の出生、結婚および景気循環 人口学研究 大淵　寛 1978年2月

2 北海道における少子化の社会経済要因 北海道東海大学紀要. 人文社会科学系　第１８号原俊彦 2005

3 サポートベクターマシンを用いた世界各国の幸福度の決定要因の実証分析 経済分析 田辺和俊、鈴木孝弘 2014

4 札幌市の少子化：人口学的特徴・社会経済的背景・政策的対応可能性 札幌市立大学研究論文集 原 俊彦 2008/8/31

5 離婚率の社会環境的要因の統計的考察 : "愛は勝つか?"
バイオメディカル・ファジィ・システム
学会誌　Vol．8 ，　No ．1

松浦　弘幸、野田　信雄、小井出　一
晴、福田　克治、今井　博久

2006/10/12

6 コウホート需要分析における経済学的ならびに社会学的視点 専修大学社会科学年報第49 号 川口　雅正・森　　　宏 2015

7 所得が出生に及ぼす影響―JGSS-2000 へのButz and Ward Model の適用― JGSS研究論文集[1] 清水誠 2002年3月

8 日本における教育費と出生率に関する考察 CUC policy studies review 中井順一 2005

9 スペインの移民問題― 中南米よりの移民動向分析― 神戸大学　経済学研究　54 渡部　和男

10 再分配政策としての医療政策 : 医療費と所得,そして高齢化 (藤澤益雄教授退任記念号三田商学研究 権丈善一 1996

11 エージェントベースの人口推計における社会動態のモデル化 第5回社会システム部会研究会 福田純也 喜多一
2014年3月5日

-7日

12 日本 統 計 学 会 第 51 回 大 会 記 録 日本統計学会誌
東京大，  医内藤雅子， 三山恵子， 本
田靖， 根岸龍雄

1983

13  不遇の統計学者エッジワース 三田学会雑誌 蓑谷千凰彦 1982

14 サポートベクターマシンを用いた所得格差の決定要因の実証分析 情報知識学会誌 田辺和俊， 鈴木孝弘 2015

15 研究ノート-年齢階級による消費者行動の特徴- 堀恒一 1978 

16 ストック型ノ, ウジングへの転換 住宅土地経済 松村秀一 1998 

17 台湾の少子化と子育て支援環境  人口学研究 可部繁三郎 2013

18 慶應計量経済学派の胎動, 確立および発展 三田学会雑誌　100巻　1号 蓑谷千凰彦 1964

19
資本主義・「グローバリゼーション」・地方・言語:「近代 (モダニティ)」 概念は, 認識論
的障害である, か?/バイオダーウィニズム・ブレインサイエンスにささえられた想像の
共同体

鹿児島大学法文学部紀要人文学科
論集=Cultural science reports of
Kagoshima University Vol.80 p.1 -26

桜井, 芳生 Jun-14

20 シミュレーションによるシステムダイナミックス入門
シミュレーションによるシステムダイナミックス

入門
土金達男  2005

21 人口・世帯構成と環境負荷発生量の係わりについて 環境システム研究論文集 山下隆久， 金森有子，  松岡譲 2007

22 少子化・高齢化と土地価格 季刊 住宅土地経済  2003 年秋季号 岩田一政， 服部哲也 2003

23 役立つ」 経済分析とは:『経済研究』 31− 59 巻掲載の 経済研究 尾高煌之助 2010

24 肥 満 度 測 定 の た め の イ ン ピ ー ダ ン ス 法 (2) 民族衛生Vol.55（1989）no.Appendix 矢野栄二， 山岡和枝 2010/06/28  

25 離婚率の社会環境的要因の統計的考察 : "愛は勝つか?"
バイオメディカル・ファジィ・システム
学会誌　Vol．8 ，　No ．1

松浦　弘幸、野田　信雄、小井出　一晴、福
田　克治、今井　博久

2006年10月
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表 1-2 CiNii を用いた学術論文の検索 

 

 

第2章 解析の対象としたデータについて 

序章にも述べたが、本稿は出生率が低下してきている原因を社会経済的要因という観点

から検証する。使用するデータとしてオープンデータを活用することにする。引用先とし

て政府統計の総合窓口というサイトと総務省統計局のサイトからそれぞれのデータを取得

する。政府統計の総合窓口からは出生率（図 2-1）と死亡数（図 2-2）、消費者物価指数（図

2-3）、婚姻率（図 2-4）、総務省統計局からは労働人口（図 2-5）を、それぞれ取得する。 

そこから、１９７０年から２０１０年までの５年おきでの１月から１２月までの月ごと

のデータを使用し、分析には統計分析ソフト R を使用する。 

なぜ、１９７０年から２０１０年までの 5 年おきのデータを使用する理由としては、本

研究で、使用するデータは２０００年以降のデータは１年ごとで調査されている、しかし、

２０００年以前のデータは５年ごとの調査しかされておらず、すべてのデータがそろえる

ことのできる１９７０年から検証するためには５年ごととする必要があった。 

  

CiNiiを用いた学術文献の検索 Keyword:出生率and重回帰 検索日時（2016/9/2）

NO 題目 掲載誌 著者 年月 備考

1
施設立地や交流活動の実態と離
島島民の居住環境満足度の関係

都市計画論
文集

姫野　由香、佐藤
誠治、小林　裕司

2012年10月25日

2

出生力の地域格差の要因分析
: 非定常性を考慮した地理的
加重回帰法による検証

人口学研究
鎌田　健司、岩澤
美帆

2009年11月

3

経験的ベイズ推定値を用いた

市町村別3歳児う蝕有病者率
の地域比較および歯科保健水

準との関連

口腔衛生

学会雑誌

相田　潤　、安藤　雄
一、青山　旬、丹後
俊郎、森田　学

2004年10月30 日
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表 2-1  使用するデータ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変数 データ出典 データ内容 使用した期間

調査開始：1947/1
1950年～2000年まで5年毎、2000年から
は毎年の毎月調査
調査開始：1947/1
1950年～2000年まで5年毎、2000年から
は毎年の毎月調査
調査開始：1970/1
1950年～2000年まで5年毎、2000年から
は毎年の毎月調査
調査開始：1947/1
1950年～2000年まで5年毎、2000年から
は毎年の毎月調査
調査開始：1953/1
1950年～2000年まで5年毎、2000年から
は毎年の毎月調査

日付（ｄ） Rプログラム
1970年から2010年までの5年おきの毎月
データを発生

1970年から2010年までの10年おきの毎月データ

婚姻率（ｘ3） 政府統計の総合窓口

労働人口（ｘ4） 総務省統計局

1970年から2010年までの5年おきの毎月データ

1970年から2010年までの5年おきの毎月データ

1970年から2010年までの5年おきの毎月データ

1970年から2010年までの5年おきの毎月データ

1970年から2010年までの5年おきの毎月データ

出生率（ｙ） 政府統計の総合窓口

死亡数（ｘ1） 政府統計の総合窓口

消費者物価指数（ｘ2） 政府統計の総合窓口

図 2-2 出生率のデータ  
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図 2 -3 死亡数のデータ  

図 2 -4 消費者物価指数のデータ 
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図 2 -5 婚姻率のデータ  

図 2-6 労働人口のデータ 
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第3章  解析データセットの準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究に用いるデータは、オープンデータを使用するため、形式の違ったデータを用い

ることとなる、そこで、少しでも統計分析ソフト R での読み込みをしやすくするため、初

めに、用いる解析データの形式を統一する。本研究では、CSV 形式でデータをダウンロー

ドし、統計分析ソフト R で解析にあたることとした。使用するデータの中で労働人口のデ

ータのみがｘｌｓ形式での形式のなっているため保存形式を CSV 形式に変更する。 

図 3-1 データセットを作成する上でのフローチャート 
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 次に、統計解析ソフト R に各データを読み込んでいく、本研究では CSV 形式のデータ

を採用しており r e a d . c s v を用いデータの読み込みを行った。 

 

1  x 1 < - read . csv( " sbou. c s v ", h e a d e r = T , r ow . n a m e s = N U L L , skip 4)  

＃s i b o u . c s v をｘ1 という変数に読み込ます。コード 

2  x 2 < - read . csv( "buka.c s v " , h e a d e r = T , r o w . n a m e s = N U L L,as. is=T) 

＃物価指数をｘ2 という変数の中に入れるコード 

3  x 3 < - read . csv( "kekon. c s v " , h e a d e r = T ,r o w . n a m e s = N U L L,skip =2) 

＃ｘ3 という変数の中に婚姻率を入れるコード 

4  x 4 < - read . csv( "roudou.c s v " , h e a d e r = F , r o w . n a m e s = N U L L,as.is=T) 

＃ｘ4 という変数の中に、労働人口を入れるコード 

5  y < - read . csv("syusei.c s v " , h e a d e r = T , r o w . n a m e s = N U L L ,skip= 6) 

#ｙという変数の中に、被説明変数である出生率を読み込ますコード 

本研究では１９７０年から２０１０年までの５年おきでの１月から１２月までの月ご

とのデータを使用するため、読み込みを行ったデータから必要なデータのみを抽出し、そ

れぞれの変数の中に追加していく。 

 

 

1  x 1 1 < - x 1 [ c ( 6 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 という変数の 6 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１１に入れるというコード 

2  x 1 2 < - x 1 [ c ( 7 ) , c ( 4 : 1 5 ) ]  

r e a d . c s v ( "ファイル名" ) CSV 形式のデータを読み込むためのコード 

図 3-2 データ読み込みを行うためのプログラム 

x < - x 1 [ c(1 1),c(4:15)] ｘ1 から１１行目の 4 から１５列目までを読み取りｘに入れる 

図 3-4 使用データを抽出するために用いたプログラムの使用例 

図 3-3 データを読み込むプログラムリスト  
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＃ｘ1 の 7 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１2 に入れるというコード 

 

9 x 1 9 < - x 1 [ c ( 2 2 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 の 2 2 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１9 に入れるというコード  

 

 先ほど、抽出したデータを c b i n d 関数を使用し結合することにより、複数の列を 1

つの行列にまとめる。  

c b i n d ( x , y ) x と y を横に並べて結合する（x と y の行数が同じ場合）．  

図 3-6  変数を横に結合するためのプログラム 

1 x 1 < - c b i n d ( x 1 1 ,  x 1 2 )  

＃ｘ１１とｘ１２を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

 

8 x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 9) 

＃ｘ１とｘ１9 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

 

 ここで、結合した、変数を d a t a . f r a m e を使用しデータの型をデータフレームに

変更しておく 

 d a t a . f r a m e ( ) データの型をデータフレームにする 

図 3-8 変数のデータ型をデータフレームに変更するプログラム 

x 1 < - d a t a . f r a m e ( x 1 =x 1 , r o w . n a m e s = N U L L ) 

 ＃x1 にデータフレーム型にしたｘ１を入れる 

図 3-9 ｘ1 をデータフレーム型に変更したプログラム 

ｘ1 のデータは月が列ごとに並んでいるため、データに対し転置を行い、データを立て

図 3-5  x1 で使用するデータを抽出するプログラムリスト  

図 3-7  x1 で使用する横結合のプログラムリスト 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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並びに直す必要がある。そこで転置用のコードｔを用い、先ほど作成した、変数に対し転

置を行った。 

t ( x ) 行列 X を転置する． 

図 3-10 転置を行うためのプログラム 

x1<-t(x1) ＃変数ｘ1 に対し転置を行いｘ1 へと入れる 

 

変数ｘ1（死亡数）のデータ準備が整い、次は変数ｘ2（消費者物価指数）のデータを整

えていく 

1 

 

2 

 

 

9 

x 2 1 < - x 2 [ c ( 7 : 1 8 ) , c ( 2 ) ]  

＃ｘ2 の７から 1 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 1 に入れるというコード 

x 2 2 < - x 2 [ c ( 6 7 : 7 8 ) , c ( 2 ) ] 

＃ｘ2 の 6 7 から 7 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 2 に入れるというコード 

 

x 2 9 < - x 2 [ c ( 4 8 7 : 4 9 8 ) , c ( 2 ) ]  

＃ｘ2 の 4 8 7 から 4 9 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 9 に入れるというコード 

図 3-12  x2 で使用するデータを抽出するプログラムリスト 

 先ほど抽出したデータをｘ1 と同様に横に結合していく 

1 

 

2 

 

 

8 

 

x 2 < - c b i n d ( x 2 1 ,  x 2 2 )  

＃ｘ2 1 とｘ2 2 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 3) 

＃ｘ2 とｘ2 3 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 9) 

＃ｘ2 とｘ2 9 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

図 3-13  x2 で使用する横結合のプログラムリスト 

図 3-11  x1 で使用する転置のプログラム 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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  変数 x 2(消費者物価指数)では、文字列として読み込まれているデータに対し、計算を

行うために関数 a s . n u m e r i c を使用し変数を実数型に変更する 

a s . n u m e r i c ( ) 実数に変換する 

図 3-14 実数化をするプログラム 

x 2 < - a s . n u m e r i c ( x 2 )  #ｘ2 を実数化し変数ｘ2 に入れる 

図 3-15 ｘ2 で使用する実数化のプログラム 

変数ｘ2 に対しデータフレーム型にすることにより、解析をしやすくする 

x 2 < - d a t a . f r a m e ( x 2 = x 2 )  #変数ｘ2 にデータフレーム化したｘ2 を入れる 

図 3-16 ｘ2 のデータフレーム化 

変数ｘ3（婚姻率）も変数ｘ2 と同じ流れで、データを整える 

1 

 

 

2 

 

 

 

9 

 

x 3 1 < - x 3 [ c ( 3 5 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 5 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3１に入れるというコード 

x 3 2 < - x 3 [ c ( 3 6 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 6 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 2 に入れるというコード 

 

x 3 9 < - x 3 [ c ( 5 1 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 5 1 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 9 に入れるというコード 

図 3-17  x3 で使用するデータを抽出するプログラムリスト 

先ほど抽出したデータを横に結合していく 

1 

 

x 3 < - c b i n d ( x 3 1 ,  x 3 2 )  

＃ｘ2１とｘ2２を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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2 

 

 

8 

 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 3) 

＃ｘ3 とｘ3 3 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 9) 

＃ｘ3 とｘ3 9 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

図 3-18  ｘ3 で使用する横結合のプログラムリスト 

x 3 は％表記されているため実数化を行い、ｘ3 に対し 0.01 を掛け、少数に戻す。 

x 3 < - a s . n u m e r i c ( x 3 )  #ｘ3 を実数化し変数ｘ3 に入れる 

図 3-19 ｘ3 で使用する実数化のプログラム 

x 3 < - x 3 * 0 .0 1  #変数ｘ3 にｘ3 の中身に 0 . 0 1 を掛けてたものを入れる 

図 3-20 ｘ3 の小数化 

変数ｘ3 に対しデータフレーム型にすることにより、解析をしやすくする 

x 3 < - d a t a . f r a m e ( x 3 = x 3 )  #変数ｘ3 にデータフレーム化したｘ3 を入れる 

図 3-21 ｘ3 をデータフレーム化するプログラム 

ｘ4（労働人口）のデータも抽出し、データセットを整えていく 

1 

 

 

2 

 

 

 

9 

 

4 1 < - x 4 [ c ( 2 1 5 : 2 2 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 2 1 5 から 2 2 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4１に入れるというコード 

x 4 2 < - x 4 [ c ( 2 7 5 : 2 8 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 2 7 5 から 2 8 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 2 に入れるというコード 

 

x 4 9 < - x 4 [ c ( 6 9 5 : 7 0 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 6 9 5 から 7 0 6 行目までの、6 列目の 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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 データを抽出し、変数ｘ4 9 に入れるというコード 

図 3-22  x4 で使用するデータを抽出するプログラムリスト 

変数ｘ4 を横に結合していく 

1 

 

2 

 

 

8 

 

x 4 < - c b i n d ( x 4 1 ,  x 4 2 )  

＃ｘ4 1 とｘ4 2 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 3) 

＃ｘ4 とｘ4 3 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 9) 

＃ｘ4 とｘ4 9 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

図 3-23 ｘ4 で使用する横結合のプログラムリスト 

変数ｘ4 が文字列として認識されているため、実数にする  

x 4 < - a s . n u m e r i c ( x 3 )  #ｘ4 を実数化し変数ｘ3 に入れる 

図 3-24 ｘ4 で使用する実数化のプログラム 

データフレーム化をして、解析しやすくする 

x 4 < - d a t a . f r a m e ( x 4 = x 4 )  #変数ｘ4 にデータフレーム化したｘ4 を入れる 

図 3-25 ｘ4 で使用するデータフレーム化のプログラムコード 

1 

 

 

2 

 

 

 

y 1 1 < - y [ c ( 7 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 7 行目の、3 から 14 列目までの 

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 2 < - y [ c ( 8 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 8 行目の、3 から 14 列目までの 

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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9 

 

 

y 1 9 < - y [ c ( 1 9 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 1 4 行目の、3 から 14 列目までの  

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

図 3-26 ｙで使用するデータを抽出するプログラムリスト 

1 

 

2 

 

 

8 

 

y < - c b i n d( y 1 1 , y 1 2 )  

＃y 1 1 と y 1 2 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 3 )  

＃y と y 1 3 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

 

y < - c b i n d ( y , y 1 9 ) 

＃y と y 1 9 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

図 3-27 ｙで使用する横結合のプログラムリスト 

y < - d a t a . f r a m e ( y = y , r ow . n a m e s= N U L L )  

#変数 y にデータフレーム化した y を入れる 

図 3-28 ｙで使用するデータフレーム化のプログラムコード 

y < - t ( y )  ＃変数 y に対し転置を行い y へと入れる 

図 3-29 ｙで使用する転置のプログラム 

 今までｙ、ｘ1、ｘ2、ｘ3、ｘ4 と変数を作り、それぞれのデータを入れてきたが、その

データをさらにまとめるために、1970 年から５年毎の１月から 12 月までの日付を発生さ

せる 

 

d 1 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 7 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 1 2 ,  

b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " )    

d1 に 1970 年１月１日から１か月ごとで１２月までの日付を×年×日という形で記録 

図 3-30 １９７０年１月から２０１５年まで５年ごとの月を発生させるプログラムの使用例  

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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1 

 

 

2 

 

 

 

9 

 

 

d 1 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 7 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " )    

#1 9 7 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d 1 に入れる 

d 2< - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 7 5- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % y% / % m " ) 

#1 9 7 5 年の１月から１２月までの日付を作成し d 2 に入れる 

 

d 9 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 2 0 1 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % y % / % m " ) 

#2 0 1 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d 9 に入れる 

図 3-31 1970 年１月から 2015 年まで５年ごとの月を発生させるプログラムコード 

1 

2 

 

18 

d 1 < - t ( d 1 )  #d1 を変数ｄ1 に転置をし入れる 

d 1 < - t ( d 1 ) #d1 を変数ｄ1 に転置を行い立て並びにし、入れる 

 

d 9 < - t ( d 9 )  #d9 を変数ｄ9 に転置を行い立て並びにし、入れる 

図 3-32 変数ｄを転置するプログラムリスト 

日付を作成した変数を変数 d に縦に結合していく、その際、縦に結合するための関数 r b i 

n d を使用した。 

r b i n d ( x , y )  x と y を縦に並べて結合する（x と y の列名が全て同じ場合） 

図 3-33 縦結合をするためのプログラム 

1 

 

2 

 

d < - r b i n d ( d 1 , d 2 ) 

＃d1 と d2 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d 3 ) 

＃d と d3 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 

#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述 ) 
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#  (以下、同様なコードなため、付録にて記述)  

8 

 

 

d < - r b i n d ( d , d 9 ) 

＃y と y 1 7 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

図 3-34 ｄで使用する縦結合のプログラムリスト 

今まで作ってきた変数に日付を合わせていく 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

x 1 < - d a t a . f r a m e ( i d = d , x 1 = x 1 )  

＃変数ｘ1 にデータフレームで日付ｄとｘ1 を結合する 

x 2 < - d a t a . f r a m e ( i d = d , x 2 = x 2 ) 

＃変数ｘ2 にデータフレームで日付ｄとｘ2 を結合する 

x 3 < - d a t a . f r a m e ( i d = d , x 3 = x 3 ) 

＃変数ｘ3 にデータフレームで日付ｄとｘ3 を結合する 

x 4 < - d a t a . f r a m e ( i d = d , x 4 = x 4 ) 

＃変数ｘ4 にデータフレームで日付ｄとｘ4 を結合する 

y < - d a t a . f r a m e ( i d = d , y = y ) 

＃変数ｙにデータフレームで日付ｄとｙを結合する 

図 3-35 ｄと他の変数を結合するプログラムリスト 

日付を結合したそれぞれの変数を一つの変数にまとめる、その際、用いる変数は m e r 

g e 関数である。この関数は共通した物をキーと、共通した物以外を結合していく、本研

究で作成してきた変数を m e r g e 関数で結合していくわけだが、日付をキーとして、設

定して行っていく。 

m e r g e( x , y ) x と y を併合（マージ）する．通常は引数に a l l = T を指定し，

データを全て残す．a l l = T を指定しなければデータの共通部分が

結果として返される． 

図 3-36 結合を行うためのプログラム 
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1 

2 

3 

4 

y < - m e r g e ( y , x 1 )   #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

y < - m e r g e ( y , x 2 )   #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

x < - m e r g e ( x 3 , x 4 )  #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

x y < - m e r g e ( y , x)   #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

図 3-37 変数を１つにまとめるプログラムリスト 

 各データにおいて、用いられている、単位が違う、そこから、分析を行う上で生じてし

まう誤差を出来るだけ少なくするために、データの規準化を行う。 

規準化 各変量の単位が異なる場合に，各変量を平均が 0 ，分散が 1 になるように

変換することがある．これを規準化または標準化という． 

図 3-38 規準化とは 

統計分析ソフト R では、規準化を行うために、s c a l e という関数が用意されている。 

s c a l e（ ） データ行列を規準化することが出来る． 

図 3-39 規準化を行うためのプログラム 

 先ほど作成した変数ｘｙを規準化するために、不必要となった日付の変数ｄの部分を、取

り除き、s c a l e 関数を使用し、規準化を行う。また、推定したｙと実際のｙを検証する

ために、規準化した変数ｙの部分を抜き出し、ｙ.という変数を作成しておく。 

1 

 

2 

3 

x y < - x y [ , - 1 ]   

#変数ｘｙに変数ｘｙの 1 列目の日付のデータを抜いた物を入れる 

x y < - s c al e ( x y )  #変数ｘｙを規準化する 

x y < - a s . da t a . f r a m e ( x y ) ＃ｘｙをデータフレーム化する 

図 3-40 変数の規準化 

1 

2 

y . < - x y [ , 1 ] ＃変数 y.に変数ｘｙの 1 列目のデータを入れる 

y . < - d a t a . f r a m e ( y . ) ＃変数ｙ.をデータフレーム化する 

図 3-41 ｙの実測値 
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第4章 解析 

 そもそも、重回帰分析とは、単回帰分析が、1 つの目的変数を 1 つの説明変数で予測する

のに対し、重回帰分析は 1 つの目的変数を複数の説明変数で予測するというものである。 

短回帰分析式 Y = a X + b 

重回帰分析式 Y = b 0 + b 1 X 1+ b 2 X 2+ b 3 X 3・・・b n X n  

図 4-1 単回帰分析式と重回帰分析式 

表 4-1 の重回帰分析で表記されている Y は目的変数（被説明変数）、X n は説明変数、b n

は係数である。 

係数 重回帰分析の中では重み（どれくらい重視するかの目安）とされている 

定数項 y 切片とも呼ばれ、説明変数の変動に影響されない値のことを指す 

図 4-2 係数と定数項とは 

 本研究で使用した、統計分析ソフト R では、l m 関数を使用することにより、より簡単

に重回帰分析を行うことが可能となっている。l m を用い出力したものをさらに s u m m 

a r y 関数を用いることにより、さらに詳しいデータが得ることが出来る。 

l m(  ) 線形モデルによる回帰を行う  

図 4-3 l m 関数について  

s u m m a r y( ) 回帰分析の完全な要約が表示される． 

図 4-4 s u m m a r y 関数について 

 本研究では、この２つの関数を一つにまとめて、使用した。 

1 

 

2 

s u m m a r y ( l m ( y ~ . , d a t a = x y ) )    

＃変数ｘｙのｙを被説明変数とし残りすべてを説明変数とし回帰を行う 

x y . l m < - l m ( y ~ . , d a t a = x y )  #回帰分析のデータを x y . l m に入れる  

 

 

 

図 4-5 重回帰分析を行う上で使用したプログラム 
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l m 関数と s u m m a r y 関数を使用し図 4-6 の結果を得ることが出来た。 

C a l l : 

l m ( f o r m u l a  =  y  ~  . ,  d a t a  =  x y ) 

 

R e s i d u a l s : 

     M i n       1 Q    M e d i a n       3 Q      M a x  

-0 . 6 9 0 0 3  -0 . 1 8 1 6 7  -0 . 0 2 8 1 2   0. 1 8 4 3 9   0. 7 1 4 1 1  

 

C o e f f i c i e n t s : 

                E s t i m a t e    S t d . E r r o r   t  v a l u e   P r ( > | t | )     

( i n t e r c e p t ) -7 . 1 5 5 e -1 7  2 . 8 3 0 e -0 2   0 . 0 0 0      1 . 0 0 0 0     

X 1          -1 . 9 4 5 e – 0 1   3 . 7 2 3 e – 0 2   -5 . 2 2 3     9 . 2 3 e – 0 7   * * * 

X 2          -5 . 7 1 8 e – 0 1   9 . 9 2 0 e – 0 2   -5 . 7 6 4    8 . 6 3 e – 0 8   * * *  

X 3          -6 . 5 8 0 e – 0 2   2 . 8 4 9 e – 0 2   -2 . 3 0 9    0 . 0 2 2 9    *   

X 4          -2 . 5 8 8 e – 0 1   1 . 0 4 3 e – 0 1   -2 . 4 8 1    0 . 0 1 4 7   *   

--- 

S i g n i f . c o d e s :  0 ‘ * * * ’ 0 . 0 0 1‘ * * ’0 . 0 1 ‘ * ’0 .05 ‘ . ’0.1‘ 

R e s i d u a l   s t a n d a r d   e r o r : 0 . 2 9 4 1  o n 1 0 3 degrees  o f  freedom  

M u l t i p l e   R – s q u a r e d : 0 . 9 1 6 7 ,    A d j u s t e d  R – squared:  0.913 5   

F – s t a t i s t i c :   2 8 3 . 4  o n  4  a n d  1 0 3 D F ,  p – value:  <  2 . 2 e – 1 6 

図 4-6 結果 
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図 4-6 で得ることができた結果の項目をそれぞれ見ていく , C a l l という項目には、今

回、用いたプログラムコードを表示してする。 

C a l l： 

l m ( f o r m u l a  =  y  ~  . ,  d a t a  =  x y ) 

 

  R e s i d u a l s という項目は残差の四分位数を示している。残差とは平均値（最確値）

と各測定値の差である。四分位数とは、小さい順にデータを並べ、最小値から 1/4 の位置

にあるデータを第 1 四分位数、2/4 のデータを第 2 四分位数、3/4 のデータを第 3 四分位

数と言い、これらをまとめて、四分位数という。R e s i d u a l s は M i n （最小値）、Ｑ

１（第 1 四分位数）、M e d i a n（第 2 四分位数、中央値）、3Q（第 3 四分位数）、M a x

（最大値）が示してある。 

R e s i d u a l s : 

     M i n       1 Q    M e d i a n       3 Q      M a x  

-0 . 6 9 0 0 3  -0 . 1 8 1 6 7  -0 . 0 2 8 1 2   0. 1 8 4 3 9   0. 7 1 4 1 1 

 

 C o e f f i c i e n t s という項目には、E s t i m a t e：係数、S t d . E r r o r：標準誤差、

t  v a l u e：t 値、p r(>|t|)：p 値が示している。 

 

 

 

 

S t d . E r r o r (標準誤差) 標準偏差をもとに算出された全体の平均値と合わせて利

用することで、そのデータの信頼度を検証できる。標準

偏差の平均値が、この範囲であれば正常、そうでない場

合は異常であると判断できる。  

図 4-9  Std.Error(標準誤差)について 

図 4-7 call の項目 

図 4-8 Residuals の項目 
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C o e f f i c i e n t s : 

                E s t i m a t e   S t d . E r r o r  t  v a l u e  P r ( > | t | )     

( I n t e r c e p t ) -7 . 1 5 5 e -1 7  2 . 8 3 0 e -0 2   0 . 0 0 0     1 . 0 0 0 0     

X 1          -1 . 9 4 5 e – 0 1   3 . 7 2 3 e – 0 2   -5 . 2 2 3     9 . 2 3 e – 0 7  * * * 

X 2          -5 . 7 1 8 e – 0 1   9 . 9 2 0 e – 0 2   -5 . 7 6 4     8 . 6 3 e – 0 8  * * *  

X 3          -6 . 5 8 0 e – 0 2   2 . 8 4 9 e – 0 2   -2 . 3 0 9     0 . 0 2 2 9     *   

X 4          -2 . 5 8 8 e – 0 1   1 . 0 4 3 e – 0 1   -2 . 4 8 1     0 . 0 1 4 7     *    

------------ 

S i g n i f . c o d e s :  0   ‘ * * * ’   0 . 0 0 1‘ * * ’  0 . 0 1 ‘ * ’  0 . 05  ‘ . ’ 0 . 1 ‘ 

 

ｔ値とｐ値とは、回帰分析の結果を見る際の一つの重要なチェック項目として、説明変

数の係数や定数項が有意であるか否かに着目する。その際、大事になるのが t 値と p 値で

ある。 

 t 値は、係数などが確かであるかどうかの度合いの判断をする際に使用する数値であ

り、ｔ値の絶対値が大きければ大きいほど、強く有意であると判断できる。ｔ値の値が－

２以下または+ 2 以上が有意とされている。ただし、この有意の判断はサンプルサイズに

よって、その基準が異なってくる。 

 p 値は、上記のｔ分布に基づいて、係数などが偶然その値である確率を示している。例

えば、p 値の値が 3％以下であった場合、この変数が 3％以下の確率で偶然この係数になっ

た、ということができる。言い換えると 9 7%以上の確率での係数であるといえる。本研究

ではｐ値を用いる際、有意とされる水準を” * ”の数で示しており 0％から 0. 1%を” * * * ”、

0 . 1％から 1％を ” * * ”、1%から 5％を ‘ * ’、5％から 10％を” . ”それ以上を”  ”で示して

いる。 

 

  

図 4-10  Coefficients の項目 
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 R e s i d u a l  s t a n d a r d  e r r o r : 0 . 2 9 4 1  o n  103  degrees  o f  freedom 

M u l t i p l e   R – s q u a r e d : 0 . 9 1 6 7 ,    A d j u s t e d  R – s q u a r e d :0.9135   

F – s t a t i s t i c :   2 8 3 . 4  o n  4  a n d  1 0 3 D F ,  p – v a l u e :  < 2.2 e–1 6 

 

 

図 4-12 は R e s i d u a l  s t a n d a r d  e r r o r：残差の標準誤差、M u l t i p l e   

R – s q u a r e d：寄与率、決定係数、A d j u s t e d  R – s q u a r e d：調整済み寄与率、

調整済み決定係数、F – s t a t i s t i c：F 統計量を示しており、この寄与率は、モデルの

正確性を示すのに必要となってくる。M u l t i p l e   R – s q u a r e d と A d j u s t e d  

R – s q u a r e d があるが、寄与率には説明変数が多くなるほど、値が大きくなるという

欠点がある、そこで、自由度調整済み寄与率を使用する。この寄与率は 1 に近いほど予測

値と観測地が近くなることを示し、モデルの正確性を表している。値に対する基準はない

p 値 p 値 

-2    -1    0   1    2 

t 値 

図 4-11 ｐ値と t 値について 

図 4-12 その他の項目 
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とされてるが、0 .5 以上を１つの目安として扱うこととする。 

図 4-6 から得られた, E s t i m a t e の列の数値を回帰式に当てはめていくと以下のよう

になる。 

Y = -7. 1 5 5 e -1+(-1. 9 4 5 e – 01)X 1+(-5.718 e – 01)X 2+(-6.580e–02)X 3+(-2.588 e-01)X4 

 

図 4-13 で示した回帰式が妥当なものであるか、実際の y の値と比べる。 

1 

2 

3 

y . y< - p r e d i c t ( x y. l m )   #予測値をｙ.y に入れる 

y . . < - d a t a . f r a m e( y . , " y-hat " = y . y )＃実際のｙと予測のｙを 1 つにする 

p l o t ( y . . ) ＃変数ｙ..を図に示す 

図 4-14 ｙと𝒀෡のプロット図を表示させるためのプログラムリスト  

p l o t ( ) R で一番良く使われる高水準作図関数, 散布図や折れ線グラフなどを

描くことが出来る． 

図 4-15 図表の表示するためのプログラム 

図 4-13 回帰式 
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図 4-16 ｙ vs  𝒀෡  
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第5章 考察 

図 4-11 で示した回帰式を p l o t 関数を使用し、p l o t 図を表示させる 

 

図 5-1 回帰式のプロット図 

図 5-2 相関係数 

y

-1 0 1 2 -2 -1 0 1

-1
.0

0.
0

1.
0

2.
0

-1
0

1
2

x1

x2

-2
.0

-1
.0

0.
0

-2
-1

0
1

x3

-1.0 0.0 1.0 2.0 -2.0 -1.0 0.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0
-2

.0
-1

.0
0.

0
1.

0

x4

           y          x1           x2           x3          x4 

y  1.00000000  -0.69902408  -0.934346052  -0.083903324  -0.93114539 

x1 -0.69902408  1.00000000   0.587121302   0.055264111  0.63831582 

x2 -0.93434605  0.58712130   1.000000000   0.008206358  0.95752810 

x3 -0.08390332  0.05526411   0.008206358   1.000000000  0.01030247 

x4 -0.93114539  0.63831582   0.957528099   0.010302470  1.00000000 
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図 5-2 で示されているものは、それぞれの相関である。ｙ（出生率）との関係がどのよ

うな関係かを見ることが出来る。ｘ1（死亡数）の相関図を見ると。この図は左肩下がり

見えるため、負の相関といえる。ｘ2（消費者物価指数）を表している図を見ると。この

図もｘ1 と同様に左肩下がりであり、負の相関である。ｘ4（労働人口）を表している図

も同様のように、左肩下がりの負の相関を示している。しかし、ｘ3（婚姻率）を表して

いる図はばらつきがあり、無相関であるという結果となった。 

 図 5-2 で示している数値はそれぞれの相関係数である。この相関係数は 1 に近いほど強

い相関を持っているとされている（図 5-10）、ｘ2，ｘ4 は共に 0.9 を超えており、極めて

完全な相関が存在していることが分かる。ｘ1 は約 0.7 であり相関有りとなっているが、

ｘ3 は 0.08 で極めて相関がないということが分かる。 

相関係数 2 つの変数の間にどのような関係があるかを数値的に示したもの 

図 5-3 相関係数とは 

相関係数 相関の強さ  

0.0～±0.2 極めて相関無し 

±0.2～±0.4 弱い相関有り 

±0.4～±0.7 相関有り 

±0.7～±0.9 強い相関有り 

±0.9～±1.0 極めて完全な相関有り 

図 5-4 相関係数の判断基準 

 次に図 4-6 で表している結果を見るとする。C o e f f i c i e n t s の項目である t - v a l 

u e(ｔ値)はｘ1 は-5 . 2 2 3 という数値を示している。これはｔ値の値が-2 もしくは+2 以

上であれば有意とされている中で極めて有意であるといえるだろ。これは、-5 . 7 6 4 とい

う数値を示しているｘ2 でも言えることである。ｘ3 は-2 . 3 0 9 という数値を出してい

る、これは、有意水準である-2 を超えているものの、ｘ1，ｘ2 と比べると関連性が小さい

という印象を持たざるをえない、ｘ4 も-2 . 4 8 1 という数値であるがｘ3 と同様で有意で
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はあるが、少し小さいという印象がある。 

次に P r(>| t |)（P 値）を見てみる。ｘ1 は 9 . 2 3 e – 0 7 という数値を示している。e-

07 とい数字は 1/10 の 7 乗ということである。その為、0.0000000983 という数字となるこ

れは、0 に近ければ近いほど良いとされているｐ値では大変良い数値と言える。本研究で

使用した統計解析ソフト R では、p 値の評価を*印で表してあり*印が多いとｐ値が小さく

有意とされている、ｘ1 の評価は最も良いとされる” * * * ”であると、これも示している。

次にｘ2 を見てみようｘ2 の p 値は 8 . 6 3 e – 0 8 これは、ｘ1 と比べても、良い数値が返

されている。ソフトから返された評価も” * * * ”であり。この数値が、偶然でないと分か

る。次にｘ3 は、0 . 0 2 2 9 という数値となっている、これは言い換えると、おおよそ 98％

の確率で偶然この数値となったといえる。ソフトからの評価も“*”であり、比較的低いと

言える。ｘ4 もｘ3 と同様である。0 . 0 1 4 7 と言う数値が出ているが、評価が“*”であ

り、ｘ1，ｘ2 と比べても低い数値である。  

次に、M u l t i p l e   R – s q u a r e d(寄与率、決定係数)と A d j u s t e d  R – s q 

u a r e d（調整済み寄与率、調整済み決定係数）を見てみるのだが、本研究は複数の変数

を使用し、研究を行っている。寄与率を見るにあたり、変数が多くなると値が大きくなる

とされている、普通の寄与率を使用せず、調整済み寄与率を使用する。 

A d j u s t e d  R – s q u a r e d に表されている数値は 0 . 9 1 3 5 であり、寄与率は 1

に近いほどモデルが正確であると言える。その為、本研究で得た寄与率はモデルが正確で

あるか、非説明変数に対しどれだけ説明出来ているかを示したものだが、0. 9 1 3 5 である

から、9 1％は説明できているとうことである  

そして、次に見るべきはｐ－v a l u e（ｐ値）である、これは、先程示した p 値とは違

い、寄与率が偶然でないかを示している。本研究では、ｐ－v a l u e は 2. 2 e – 1 6 と示さ

れているので、これは間違いなく偶然でないと言えるだろう。 
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終章 

現代の日本社会においての少子高齢の原因となっているものは何かについて、出生率と

社会経済的要因の関係の検証を行ってきたが、結論を述べると、出生率に影響を与えるも

のは、死亡数と消費者物価指数であり、ごく僅かであるが、婚姻率、労働人口も影響を与

える、と言えるとわかった。全てが負の関連性を持っており、特に消費者物価指数は負の

関連であるが、出生率に深く関わっていることがわかった。そして、消費者物価指数と同

じく強い関連性を持っていた労働人口だが、消費者物価指数と比べると、一応は有意水準

ではあるが、偶然の確率があるという結果となり、確信を持って使用出来る項目でないと

いうことがわかった。関連ありとなっていた死亡数は消費者物価に比べて、強く影響は与

えないが、影響を与えていることを知ることが出来た。しかし、極めて関連なしと結果が

出ていた婚姻率だが、これも確信を持って使用できる項目でないとわかった。労働人口と

婚姻率は違う形で分析にかけることにより、また違った結果が得られるのではないだろう

か。挙げるとするなら、婚姻率に対して、結婚年齢などを、合わせることにより、婚姻率

のデータを詳しくすることが出来、出生率に対しての結果も変わっていたのではないだろ

うか。労働人口には、どのような職に就いているかというデータ等を合わせると、また違

った結果が得られ、おもしろい結果になったではないだろうか。 

本研究を通して、改善すべき点を挙げるとするなら、まず、データに対しての処理につ

いてである。これは、本研究では、様々なプログラムコードを用いて、データを処理し、

重回帰分析を行ってきたわけだが、不必要なプログラムコードや、もっと適切なプログラ

ムコードがあったのでは、ないだろうか。次に、良い結果となったデータと悪い結果が出

たデータについて、より詳しく解析を行っていくべきだろう。そして、社会経済的要因は、

他にも多く存在する。出生率に対しての解も多く存在していると言って良いだろう。本研

究で取り上げた、データだけでなくほかのデータも取り入れると、よりよい研究になった

のではないだろうか。 
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付録 

1 x 1 < - read . csv( " sbou. c s v ", h e a d e r = T , r ow . n a m e s = N U L L , skip=4)  

＃s i b o u . c s v をｘ1 という変数に読み込ます。コード 

2 x 2 < - read . csv( "buka.c s v " , h e a d e r = T , r o w . n a m e s = NULL,as.is =T) 

＃物価指数をｘ2 という変数の中に入れるコード 

3 x 3 < - read . csv( "kekon. c s v " , h e a d e r = T ,r o w . n a m e s = N U L L ,skip=2) 

＃ｘ3 という変数の中に婚姻率を入れるコード  

4 x 4 < - read . csv( "roudou.c s v " , h e a d e r = F , r o w . n a m e s = N U L L ,as.is=T) 

＃ｘ4 という変数の中に、労働人口を入れるコード 

5 y < - read . csv("syusei.c s v " , h e a d e r = T , r o w . n a m e s = N U L L ,skip=6) 

#ｙという変数の中に、被説明変数である出生率を読み込ますコード 

 

1 x 1 1 < - x 1 [ c ( 6 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 という変数の 6 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１１に入れるというコード 

2 x 1 2 < - x 1 [ c ( 7 ) , c ( 4 : 1 5 ) ]  

＃ｘ1 の 7 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１2 に入れるというコード  

3 x 1 3 < - x 1 [ c ( 8 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 の 8 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１3 に入れるというコード 

 

 

図 ｚ-1 データを読み込むプログラムリスト  
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4 x 1 4 < - x 1 [ c ( 9 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 の 9 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１4 に入れるというコード  

5  x 1 5 < - x 1 [ c ( 1 0 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 の１0 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１5 に入れるというコード  

6  x 1 6 < - x 1 [ c ( 1 1 ) , c ( 4 : 1 5 ) ]  

＃ｘ1 の１1 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１６に入れるというコード  

7  x 1 7 < - x 1 [ c ( 1 2 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 の１2 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１7 に入れるというコード  

8  x 1 8 < - x 1 [ c ( 2 7 ) , c ( 4 : 1 5 ) ]  

＃ｘ1 の 2 7 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１8 に入れるというコード  

9  x 1 9 < - x 1 [ c ( 2 2 ) , c ( 4 : 1 5 ) ] 

＃ｘ1 の 2 2 行目の、４から１５列目までの  

データを抽出し、変数ｘ１9 に入れるというコード  

 

1 x 1 < - c b i n d ( x 1 1 ,  x 1 2 )  

＃ｘ１１とｘ１２を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

2 x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 3) 

＃ｘ１とｘ１３を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

3 x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 4) 

図 ｚ-2  x1 で使用するデータを抽出するプログラムリスト  
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x 1 < - d a t a . f r am e ( x 1 = x 1 , r ow . n a m e s = N U L L )  

＃x1 にデータフレーム型にしたｘ１を入れる 

図 ｚ-4 ｘ1 をデータフレーム型に変更したプログラム 

x 1 < - t ( x 1 ) ＃変数ｘ1 に対し転置を行いｘ1 へと入れる  

図 ｚ-5  x1 で使用する転置のプログラム 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

x 2 1 < - x 2 [ c ( 7 : 1 8 ) , c ( 2 ) ]  

＃ｘ2 の７から１８行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ２１に入れるというコード 

x 2 2 < - x 2 [ c ( 6 7 : 7 8 ) , c ( 2 ) ] 

＃ｘ2 の６７から７８行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ２２に入れるというコード  

x 2 3 < - x 2 [ c ( 1 2 7 : 1 3 8 ) , c ( 2 ) ] 

＃ｘ2 の 1 2 7 から 1 3 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 3 に入れるというコード 

x 2 4 < - x 2 [ c ( 1 8 7 : 1 9 8 ) , c ( 2 ) ] 
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＃ｘ１とｘ１4 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 5 ) 

＃ｘ１とｘ１5 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 6) 

＃ｘ１とｘ１6 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 7) 

＃ｘ１とｘ１7 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 8) 

＃ｘ１とｘ１8 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

x 1 < - c b i n d ( x 1 ,  x 1 9) 

＃ｘ１とｘ１9 を横に結合し、変数ｘ1 に入れるというコード 

図 ｚ-3  x1 で使用する横結合のプログラムリスト 
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＃ｘ2 の 1 8 7 から 1 9 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 4 に入れるというコード 

x 2 5 < - x 2 [ c ( 2 4 7 : 2 5 8 ) , c ( 2 ) ] 

＃ｘ2 の 2 4 7 から 2 5 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 5 に入れるというコード 

x 2 6 < - x 2 [ c ( 3 0 7 : 3 1 8 ) , c ( 2 ) ]  

＃ｘ2 の 3 0 7 から 3 1 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 6 に入れるというコード 

x 2 7 < - x 2 [ c ( 3 6 7 : 3 7 8 ) , c ( 2 ) ] 

＃ｘ2 の 3 6 7 から 3 7 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 7 に入れるというコード 

x 2 8 < - x 2 [ c ( 4 2 7 : 4 3 8 ) , c ( 2 ) ] 

＃ｘ2 の 4 2 7 から 4 3 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 8 に入れるというコード 

x 2 9 < - x 2 [ c ( 4 8 7 : 4 9 8 ) , c ( 2 ) ]  

＃ｘ2 の 4 8 7 から 4 9 8 行目の、2 列目を抽出し、変数ｘ2 9 に入れるというコード 

図 ｚ-6  x2 で使用するデータを抽出するプログラムリスト 
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x 2 < - c b i n d ( x 2 1 ,  x 2 2 )  

＃ｘ2１とｘ2２を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 3) 

＃ｘ2 とｘ2３を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 4) 

＃ｘ2 とｘ2 4 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 5) 

＃ｘ2 とｘ2 5 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 6) 

＃ｘ2 とｘ2 6 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 7) 

＃ｘ2 とｘ2 7 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 
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7 

 

8 

 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 8) 

＃ｘ2 とｘ2 8 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 2 < - c b i n d ( x 2 ,  x 2 9) 

＃ｘ2 とｘ2 9 を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

図 ｚ-7  x2 で使用する横結合のプログラムリスト 

x 2 < - a s . n u m e r i c ( x 2 )  #ｘ2 を実数化し変数ｘ2 に入れる 

図 ｚ-8 ｘ2 で使用する実数化のプログラム 

x 2 < - d a t a . f r a m e ( x 2 = x 2 )  #変数ｘ2 にデータフレーム化したｘ2 を入れる 

図 ｚ-9 ｘ2 のデータフレーム化 
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x 3 1 < - x 3 [ c ( 3 5 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 5 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3１に入れるというコード 

x 3 2 < - x 3 [ c ( 3 6 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 6 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 2 に入れるというコード 

x 3 3 < - x 3 [ c ( 3 7) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 7 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ３３に入れるというコード 

x 3 4 < - x 3 [ c ( 3 8) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 8 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 4 に入れるというコード 

x 3 5 < - x 3 [ c ( 3 9 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 3 9 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 5 に入れるというコード 
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x 3 6 < - x 3 [ c ( 4 0 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 4 0 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 6 に入れるというコード 

x 3 7 < - x 3 [ c ( 4 1 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 4 1 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 7 に入れるというコード 

x 3 8 < - x 3 [ c ( 4 6 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 4 6 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 8 に入れるというコード 

x 3 9 < - x 3 [ c ( 5 1 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｘ3 という変数の 5 1 行目の、3 から１4 列目までの 

データを抽出し、変数ｘ3 9 に入れるというコード 

図 ｚ-10  x 3 で使用するデータを抽出するプログラムリスト 
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x 3 < - c b i n d ( x 3 1 ,  x 3 2 )  

＃ｘ2１とｘ2２を横に結合し、変数ｘ2 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 3) 

＃ｘ3 とｘ3 3 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 4) 

＃ｘ3 とｘ3 4 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 5) 

＃ｘ3 とｘ3 5 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 6) 

＃ｘ3 とｘ3 6 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 7) 
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＃ｘ3 とｘ3 7 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 8) 

＃ｘ3 とｘ3 8 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

x 3 < - c b i n d ( x 3 ,  x 3 9) 

＃ｘ3 とｘ3 9 を横に結合し、変数ｘ3 に入れるというコード 

図 ｚ-11   x 3 で使用する横結合のプログラムリスト 

x 3 < - a s . n u m e r i c ( x 3 )  #ｘ3 を実数化し変数ｘ3 に入れる 

図 ｚ-12  ｘ3 で使用する実数化のプログラム 

x 3 < - x 3 * 0 .0 1  #変数ｘ3 にｘ3 の中身に 0 . 0 1 を掛けてたものを入れる 

図 ｚ-13  ｘ3 の小数化 

x 3 < - d a t a . f r a m e ( x 3 = x 3 )  #変数ｘ3 にデータフレーム化したｘ3 を入れる 

図 ｚ-14  ｘ3 のデータフレーム化 
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x 4 1 < - x 4 [ c ( 2 1 5 : 2 2 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 2 1 5 から 2 2 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4１に入れるというコード 

x 4 2 < - x 4 [ c ( 2 7 5 : 2 8 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 2 7 5 から 2 8 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 2 に入れるというコード 

x 4 3 < - x 4 [ c ( 3 3 5 : 3 4 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 3 3 5 から 3 4 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 3 に入れるというコード 

x 4 4 < - x 4 [ c ( 3 9 5 : 4 0 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 3 9 5 から 4 0 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 4 に入れるというコード 
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x 4 5 < - x 4 [ c ( 4 5 5 : 4 6 6 ) , c ( 6 ) ]  

＃ｘ4 という変数の 4 5 5 から 4 6 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 5 に入れるというコード 

x 4 6 < - x 4 [ c ( 5 1 5 : 5 2 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 5 1 5 から 5 2 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 6 に入れるというコード 

x 4 7 < - x 4 [ c ( 5 7 5 : 5 8 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 5 7 5 から 5 8 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 7 に入れるというコード 

x 4 8 < - x 4 [ c ( 6 3 5 : 6 4 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 6 3 5 から 6 4 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 8 に入れるというコード 

x 4 9 < - x 4 [ c ( 6 9 5 : 7 0 6 ) , c ( 6 ) ] 

＃ｘ4 という変数の 6 9 5 から 7 0 6 行目までの、6 列目の 

データを抽出し、変数ｘ4 9 に入れるというコード 

図 ｚ-15  x 4 で使用するデータを抽出するプログラムリスト 
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x 4 < - c b i n d ( x 4 1 ,  x 4 2 )  

＃ｘ4 1 とｘ4 2 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 3) 

＃ｘ4 とｘ4 3 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 4) 

＃ｘ4 とｘ4 4 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 5) 

＃ｘ4 とｘ4 5 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 
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x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 6) 

＃ｘ4 とｘ4 6 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 7) 

＃ｘ4 とｘ4 7 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 8) 

＃ｘ4 とｘ4 8 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

x 4 < - c b i n d ( x 4 ,  x 4 9) 

＃ｘ4 とｘ4 9 を横に結合し、変数ｘ4 に入れるというコード 

図 ｚ-16  x 4 で使用する横結合のプログラムリスト 

x 4 < - a s . n u m e r i c ( x 4 )  #ｘ4 を実数化し変数ｘ4 に入れる 

図 ｚ-17  ｘ4 で使用する実数化のプログラム 

X 4 < - d a t a . f r a m e ( x 4 = x 4 )  #変数ｘ4 にデータフレーム化したｘ4 を入れる 

図 ｚ-18  ｘ4 のデータフレーム化 
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y 1 1 < - y [ c ( 7 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 7 行目の、3 から 14 列目までの 

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 2 < - y [ c ( 8 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 8 行目の、3 から 14 列目までの 

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 3 < - y [ c ( 9 ) , c ( 3 : 14 ) ]  

＃ｙという変数の 9 行目の、3 から 14 列目までの 

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 4 < - y [ c ( 1 0 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 1 0 行目の、3 から 14 列目までの  
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データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 5 < - y [ c ( 1 1 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 1 1 行目の、3 から 14 列目までの  

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 6 < - y [ c ( 1 6 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 1 4 行目の、3 から 14 列目までの  

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 7 < - y [ c ( 1 7 ) , c ( 3 : 1 4 )] 

＃ｙという変数の 1 4 行目の、3 から 14 列目までの  

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 8 < - y [ c ( 1 8 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 1 4 行目の、3 から 14 列目までの  

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

y 1 9 < - y [ c ( 1 9 ) , c ( 3 : 1 4 ) ] 

＃ｙという変数の 1 4 行目の、3 から 14 列目までの  

データを抽出し、変数 y１1 に入れるというコード 

図 ｚ-19  ｙで使用するデータを抽出するプログラムリスト 
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y < - c b i n d( y 1 1 , y 1 2 )  

＃y 1 1 と y 1 2 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 3 )  

＃y と y 1 3 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 4)  

＃y と y 1 4 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 5 )  
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＃y と y 1 5 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 6 )  

＃y と y 1 6 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 7 )  

＃y と y 1 7 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 8 )  

＃y と y 1 8 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

y < - c b i n d ( y , y 1 9 ) 

＃y と y 1 9 を横に結合し、変数 y に入れるというコード 

図 ｚ-20  ｙで使用する横結合のプログラムリスト 

y < - d a t a. f r a m e ( y = y , r o w . n a m e s = N U L L ) 

 #変数 y にデータフレーム化した y を入れる 

図 ｚ-21  ｙで使用するデータフレーム化のプログラムコード 

y < - t ( y )  ＃変数 y に対し転置を行い y へと入れる 

図 ｚ-22  ｙで使用する転置のプログラム 
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d 1 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 7 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " )    

#1 9 7 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d1 に入れる 

d 2< - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 7 5- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#1 9 7 5 年の１月から１２月までの日付を作成し d2 に入れる 

d 3 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 8 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#1 9 8 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d3 に入れる 
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d 4 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 8 5- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#1 9 8 5 年の１月から１２月までの日付を作成し d4 に入れる 

d 5 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 9 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#1 9 9 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d5 に入れる 

d 6 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 1 9 9 5- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#1 9 9 5 年の１月から１２月までの日付を作成し d6 に入れる 

d 7 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 2 0 0 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#2 0 0 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d7 に入れる 

d 8 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 2 0 0 5- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#2 0 0 5 年の１月から１２月までの日付を作成し d8 に入れる 

d 9 < - f o r m a t ( s e q ( a s . d a t e ( " 2 0 1 0- 0 1 – 0 1 " ) , l e n g t h . o u t = 

1 2 ,  b y = " + 1 m o n t h " ) , " % Y % / % m " ) 

#2 0 1 0 年の１月から１２月までの日付を作成し d9 に入れる 

図 ｚ-23  1970 年１月から 2015 年まで５年ごとの月を発生させるプログラムコード 
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4 

5 

d 1 < - t ( d 1 )  #d1 を変数ｄ1 に転置をし、入れる 

d 1 < - t ( d 1 ) #d1 を変数ｄ1 に転置を行い立て並びにし、入れる 

d 2 < - t ( d 2 )  #d2 を変数ｄ2 に転置をし、入れる 

d 2 < - t ( d 2 )  #d2 を変数ｄ2 に転置を行い立て並びにし、入れる 

d 3 < - t ( d 3 )  #d3 を変数ｄ3 に転置をし、入れる 
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13 

14 

15 

16 

17 

18 

d 3 < - t ( d 3 )  #d3 を変数ｄ3 に転置を行い立て並びにし、入れる  

d 4 < - t ( d 4 )  #d4 を変数ｄ4 に転置をし、入れる 

d 4 < - t ( d 4 )  #d4 を変数ｄ4 に転置を行い立て並びにし、入れる 

d 5 < - t ( d 5 )  #d5 を変数ｄ5 に転置をし、入れる 

d 5 < - t ( d 5 )  #d5 を変数ｄ5 に転置を行い立て並びにし、入れる  

d 6 < - t ( d 6 )  #d6 を変数ｄ6 に転置をし、入れる 

d 6 < - t ( d 6 )  #d6 を変数ｄ6 に転置を行い立て並びにし、入れる 

d 7 < - t ( d 7 )  #d7 を変数ｄ7 に転置をし、入れる 

d 7 < - t ( d 7 )  #d7 を変数ｄ7 に転置を行い立て並びにし、入れる 

d 8 < - t ( d 8 )  #d8 を変数ｄ8 に転置をし、入れる 

d 8 < - t ( d 8 )  #d8 を変数ｄ8 に転置を行い立て並びにし、入れる 

d 9 < - t ( d 9 )  #d9 を変数ｄ9 に転置をし、入れる 

d 9 < - t ( d 9 )  #d9 を変数ｄ9 に転置を行い立て並びにし、入れる 

図 ｚ-24  変数ｄを転置するプログラムリスト 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

d < - r b i n d ( d 1 , d 2 ) 

＃d1 と d2 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d 3 ) 

＃d と d3 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d 4) 

＃d と d4 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d5 ) 

＃d と d5 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d 6 )  

＃d と y 1 7 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 
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6 

 

7 

 

8 

 

d < - r b i n d ( d , d 7 ) 

＃y と y 1 7 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d 8 ) 

＃y と y 1 7 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

d < - r b i n d ( d , d 9 ) 

＃y と y 1 7 を縦に結合し、変数ｄに入れるというコード 

図 ｚ-25  ｄで使用する縦結合のプログラムリスト 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

x 1 < -  d a t a . f r a m e ( i d = d , x 1 = x 1 )  

＃変数ｘ1 にデータフレームで日付ｄとｘ1 を結合する 

x 2 < -  d a t a . f r a m e ( i d = d , x 2 = x 2 ) 

＃変数ｘ2 にデータフレームで日付ｄとｘ2 を結合する 

x 3 < -  d a t a . f r a m e (i d = d , x 3 = x 3 ) 

＃変数ｘ3 にデータフレームで日付ｄとｘ3 を結合する 

x 4 < -  d a t a . f r a m e ( i d = d , x 4 = x 4 ) 

＃変数ｘ4 にデータフレームで日付ｄとｘ4 を結合する 

y < -  d a t a . f r a m e ( i d = d , y = y ) 

＃変数ｙにデータフレームで日付ｄとｙを結合する 

図 ｚ-26 ｄと他の変数を結合するプログラムリスト 

1 

2 

3 

4 

y < - m e r g e ( y , x 1 )   #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

y < - m e r g e ( y , x 2 )   #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

x < - m e r g e ( x 3 , x 4 )  #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

x y < - m e r g e ( y , x)   #日付を共通部分とし変数ｙへと結合する 

図 ｚ-27 変数を１つにまとめるプログラムリスト 

1 x y < - x y [ , - 1 ]  
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2 

3 

 #変数ｘｙに変数ｘｙの 1 列目の日付のデータを抜いた物を入れる 

x y < - s c al e ( x y )  #変数ｘｙを規準化する 

x y < - a s . da t a . f r a m e ( x y ) ＃ｘｙをデータフレーム化する 

図 ｚ-28 変数の規準化  

1 

2 

y . < - x y [ , 1 ] ＃変数 y.に変数ｘｙの 1 列目のデータを入れる 

y . < - d a t a . f r a m e ( y . ) ＃変数ｙ.をデータフレーム化する 

図 ｚ-29 ｙの実測値 

1 

 

2 

s u m m a r y ( l m ( y ~ . , d a t a = x y ) )    

＃変数ｘｙのｙを被説明変数とし残りすべてを説明変数とし回帰を行う 

x y . l m < - l m ( y ~ . , d a t a = x y )  #回帰分析のデータを xy.lm に入れる  

図 ｚ-30 重回帰分析を行う上で使用したプログラム 

1 

2 

3 

y . y < - p r e d i c t ( x y . l m )  #予測値をｙ.y に入れる 

y ..< - d a t a .f r a m e ( y . , " y-hat " = y . y )＃実際のｙと予測のｙを 1 つにする 

p l o t ( y . . )   ＃変数ｙ..を図に示す 

図 ｚ-31 ｙと𝒀෡のプロット図を表示させるためのプログラムリスト  

 

 


